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反省点

· パイロットテストができなかった

授業教材の作成とかが結局前日になってしまい、パイロットテストを行う余裕がなかった。インストラクションの前にパイロットテストができなかったことで、教える側の自分達だけで考えた授業になってしまっていて、受けるほうから授業を見ることができなかったし、そのことによって授業でどんな質問が起こるかとか本当に教えていかなければならないことは何なのかというのがわかっていないまま、インストラクションに臨んでいた。

· 授業の目標設定、構成、対象設定が曖昧だった。

自分達がどういうことを何を通してどのように教えていこう、というものが明確化していないと思う。メディア関係の人に実際は教えるといってもそれがどのくらいの人たちかというようなことを具体的にイメージできず、私自身も何をやっていけばいいのかいまいちつかめていないのが現状である。インストラクションの時はSFCのプログラミング入門（Iコース）受講者を対象として設定しているけれど、まだ授業設計の点において、全体を通して何を習得することができるのか、習得させたいのか、というような目標が定まっていない。

改善策

· パイロットテストに関しては余裕を持って教材などを作成し、パイロットテストを行えるようにする。

· 授業の目標設定、対象設定はもう一度話し合う必要があると思う。また、何を教えていってどういう風なことができるようになってほしいのか、という目標も再度考えなければいけないと思う。授業をどう行っていくか、という以前に授業設計を話し合わなければならない。

→以上の2点から考えてもまだまだチーム内でのコミュニケーションがたりなかったり、議論をする機会が足りないと思うので、もっと話し合う時間を取っていきたい。

